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第二部　労働運動

XIV　政党

３　日本社会党

2　組織・機関紙・財政

党員数

　社会党の党員数は七九年八月末で五万人の大台をこえた(『社会新報』七九年九月四日付)。これ

は六九年におこなわれた党員再登録運動によって、それまで永いあいだ五万人と公称されてきた党

員数が約三万人に減少して以来はじめてのことであった。ただ、七九年一月の第四三回大会が「百

万党建設」の「当面の目標」としてかかげた「一九七九年に必ず、党員を倍増する」という計画は実

現せず、七九年度中の党員増加は七六〇〇余人で、八〇年二月現在の党員数は五万二五〇〇人

レベルである(『日本社会党第44回定期全国大会速記録』I～54、III～35)。党員倍増の目標を達成し

たのは大阪府本部だけで、しかも新入党者の大半は大阪交通労働組合の組合員で占められてい

る。その他では群馬県本部が七八％増、福岡、石川、岡山の三県本部が五三％から五〇％増とな

っている。なお、社会党員のなかでは総評系、とくに官公労の労働組合員の占める割合が圧倒的に

高く、自治労六五〇〇、全逓六〇〇〇、国労五〇〇〇、全電通四〇〇〇、日教組二〇〇〇(『朝日

新聞』八〇年七月二三日付夕刊)と五単産内の党員だけで全党員の半数近くを占めている。

機関紙誌

　社会党の中央機関紙『社会新報』は八ぺージ建、週二回(火・金曜)刊で一部五〇円、一ヵ月四〇

〇円である。発行部数は発表されていないが、二十数万部とみられる。推定の根拠は、第四四回大

会の「『社会新報』日刊化準備委員会報告」に「七七年三月をピークに機関紙読者は、徴減から横這

いの傾向にあるものの、『七〇年日刊』時の二倍強の読者数を維持し」と記されていることによる。す

なわち七七年三月のピーク時の部数は約三〇万部であり(本年鑑七八年版四九七頁)、七〇年一月

は一〇万部、同七月は一二万五〇〇〇部(本年鑑七一年版四九四頁)であった。

定期刊行物

　その他、社会党が発行している定期刊行物はつぎのとおりである。

(1)「月刊社会党」A5・三五〇円

(2)「現代社会主義研究」(月刊)B5・二七〇円

(3)「地方政治」（月刊）A5・四〇〇円

(4)「農業農民」(月刊)B5・二五〇円

(5)「政策資料」(月刊)B5・二〇〇円

(6)「国民政治年鑑」(年刊)B5・一万三〇〇〇円

(7)「国民自治年鑑」(年刊)B5・一万一〇〇〇円
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(8)「プレスサービスニュース」(週2回刊)一ヵ月　四〇〇〇円　一年　四万円

(9)「ジャパン・ソーシャリスト・レヴュー」(英文・月刊)一年　二万五二〇〇円

財政

　八〇年九月一〇日付の官報号外で自治省が公表した一九七九年分の政治資金収支報告書によ

れば、社会党の七九年中の収入は四三億九七二六万七四九九円で、前年より三億三三〇七万円

余の増であった。なお、前年からの繰越しが一七億円余あり収入の額は六一億四五三〇万円余に

達した。七九年中の収入のうち最大のものは『社会新報』の発行によるもので一四億七三七〇万円

余、また『月刊社会党』やその他の出版物、資料頒布による収入が三億五二二三万円余あり、機関

紙誌関係だけで総収入の四一・四％に達している。社会党の収入構成の特徴の一つは党費、会費

の比量が他党に比べて高いことで、一三億八〇九八万円余と総収入の三一・四％に達している。し

かし前年比では党費・会費収入は五六四八万円余の減であった。

　支出総領は四九億二六九五万円余で、前年を一四億三八一五万円と大幅に上回った。支出中の

最大費目は寄附・交附金の二一億一八五二万円余で、これは党費をすべて中央に集中しているこ

とによる各都道都県本部にたいする交附金が主である。実際の本部支出としては機関紙誌の発行

事業費九億八二七三万円弱、選挙関係費四億八二三六万円余、人件費四億一二九六万円弱が主

な費目である。
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